
 

 

１．学習目標

体育分野 

・体を動かす楽しさや心地よさを味わい、体力を高め、目的に適した運動を身に付け、組み合わせることがで 

きるようにする。 

• 体つくり運動に積極的に取り組むとともに、分担した役割を果たすことや、健康・安全に気を配ることが

できるようにする。 

• 体つくり運動の意義と行い方、運動の計画の立て方などを理解し、課題に応じた運動の取り組み方を工夫で

きるようにする。 

保健分の観点と方法 

・個人生活における健康・安全に関する理解を通して、生涯を通じて自らの健康を適切に管理し、改善

していく資質や能力を育てる。 

 
２．評価の観点（体育） 

知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等 

各種の運動の特性に応じた

技能等及び社会生活における

健康・安全について理解す

ると共に、技能を身につける

ようにする。 

各種の運動におけるルール

理解や基本的な動作の確認、授

業中のテストなどにより総合

的に評価する。 

自己や仲間の課題を発見し、

合理的、計画的な解決に向けて

思考し判断すると共に、自己や

仲間の考えたことを他者に伝え

る力を養う。 

新体力テストの結果や運動

でのまとめとなるゲーム中の参

加状況を総合的に評価する。 

生涯に渡って継続して運動

に親しむとともに健康の保持

増進と体力の向上を目指し、明

るく豊かで活力ある生活を営

む態度を養う。 

授業内容を振り返り、個人や

チームの成長を確認し、評価す

ることで、それを次回の授業に

繋げようとする姿勢など総合

的に評価する。 

評価の観点（保健） 

知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等 

個人及び社会生活における

健康・安全について理解を

深め      ると共に技能を身につけ

るよ うにする。 

定期試験や実技試験により

授業での内容を理解する力を

総合的に評価する。 

健康についての自他や社会

全体の課題を発見し、合理的、

計画的な解決に向けて思考し、

判断すると共に、目的や状況に

応じて他者に伝える力を養う。 

定期試験やレポート等課題

提出により授業での内容を理

解し、説明できる力を総合的に

評価する。 

普段の生活に密接した内容 

を学ぶことで自らの健康の保

持増進やそれを支える環境づ 

くりを目指し、社会全体の動き

を理解することで明るく豊か

で活力ある生活を営むための

態度を養う。 

授業への参加状況や課題へ

の取り組みの状況により総合 

的に評価する。 

教科 科目 学年 単位数 

保健体育 体育 中２ ３ 



 

 

３．学習内容 （以下参照） 
 
 

４．その他 

・種目・競技の専門的な学習よりも、基礎的な体力の向上と運動能力の向上に重きを置く。 

・体つくり運動・集団行動・体育理論においては年間を通じて行うものとする。 

・種目・内容に関しては設備の都合上、学年の内容や時期替えて実施することがある。 

・同一学年だけでなく他学年と合同で協力して授業・体育行事を行う。 

・次年度はリーダーとなれるよう行事の補佐役として活動する。 

・水泳に関しては短期集中講座をもってあて、シラバスは別に定める。 
 
 

体育分野 

  単元・試験 授業内容 その他（到達目標・学習のポイントなど） 

 器 マット運動 倒立 ・それぞれの技をきれいに、正確に演技する。 

械 きれいな倒立とスムー 倒立前転 ・互いに協力して補助をする。 

運 ズな回転の演技を評価 後転倒立 ・きれいな倒立とスムーズな回転の演技をす 

動 する。  る。 

 器 跳び箱 台上前転 ・着地まで安全にできるように技術を向上させ

る。 

・互いに協力して補助をする。 

・少しでも高い段で安全に跳ぶ。 

械 少しでも高い段で安全  

運 に跳ぶことを評価する。  

動   

 陸

上 

競 

陸上競技 
 
 

記録の向上を評価する。 

短距離・中距離

跳躍 

・より速く走る、より長く走り続ける、より高

く跳ぶ、より遠くに跳ぶなど身に付けた技術を 

記録の向上につなげる。 

技    

 球

技 

バスケットボール 
 
 

ドリブル・シュートの技

術を評価する。 

ボールハンドリング

ドリブル 

オーバーハンドレイアッ

プシュートの基礎 

パスの技術 

簡易ゲーム 

・ボール扱いに慣れ、ボールを操作しながら自

由に動きまわる・正しく止まる。 

・ドリブルとシュートの技術を合わせて使う。 

・上手にパスが出来るようにする。 

 球

技 

サッカー 

 

コントロールされたパ

スを評価する。 

ボールコントロール

キック 

パスの技術 

簡易ゲーム 

・ボール扱いに慣れ、ボールを操作しながら自

由に動きまわる。 

・パスの基礎技術を身につける。 

 球 バレーボール パスの技術の習熟 ・ボールに慣れる。 

技  ｵｰﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞ・ｱﾝﾀﾞｰﾊﾝﾄﾞﾊﾟｽ ・チーム内でのパスの技術を向上する。 

 パスの技術の習熟を評 の応用（3 段攻撃への発展） ・サーブを狙って打てるようにする。 

 価する。 サーブの応用  



 

 球

技 

ソフトボール 

強い打球の捕球・送球を

評価する。 

捕球

送球 

バッティング 

簡易ゲーム 

・グローブの使い方を身につける。 

・ソフトボールのルールを覚える。 

・実践の中で捕球・送球を行う。 

・ボールを正しく捉えて打つ。 

 武

道 

柔道 

 

受身の技術の修得を評

価する。 

後方受身・横受身の復習

前回り受身 

寝技（袈裟固め・横四方固 

め・上四方固め） 

・受身の技術を向上させる。 

・前回り受身の技術を身につける。 

・寝技の技術を修得する。 

・寝技での攻防をする。 

 
ダ
ン
ス 

ダンス 

仲間との協力と発表を

評価する。 

ダンス ・課題を覚え踊れるようにする。 

・互いに協力して発表できるようにする。 

 

保健分野 

  
単元・試験 授業内容 その他（到達目標・学習のポイントなど） 

  健康と環境について理

解できるようにする。 

 

それぞれの内容の理解

をテストなどで評価す

る。 

身体の環境に対する適応

能力・至適範囲 

飲料水・空気の衛生的管理

生活に伴う廃棄物の衛生

的管理 

・適応能力を超えた環境の健康への影響を理解

し、快適で能率の良い環境を維持する。 

・健康と飲料水や空気との関係を理解し、維持

管理する。 

・生活によって生じた廃棄物の衛生的な処理の 

必要性を知り実践する。 

  傷害の防止について理

解を深めることができ

るようにする。 

内容の理解をテストな

どで評価する。 

自然災害や交通事故によ

る障害の発生要因 

交通事故などによる障害

の防止 

自然災害による障害の防

止 

応急手当 

・人的要因や環境要因などがかかわって発生す

ることを理解し、安全な行動、環境の改善に寄

与できるよう行動する。 

・自然災害発生による障害と二次災害による障

害について理解する。 

・自然災害に備え障害を防止することを理解す

る。 

・応急手当による障害の悪化防止 

・心配蘇生など応急手当を身につける。 

 
 


